
★　仕様　★

■ＵＳＢのバスパワーを供給源とした可変安定化電源キットです。
■多回転VRの使用により1.5Ｖ～4.5Ｖまで精密な電圧可変ができます。
■基板サイズを放熱器を含め25mmＸ45mmにまとめました。
■ブレッドボードでの実験に便利です。

USB可変安定化電源モジュール
キット

NJM2397使用

部品番号   名称 規格 通販コード

IC1 可変レギュレーター ＮＪＭ２３９７ I-05450

CN1 ＵＳＢコネクター Ｂタイプメス C-00161

CN2 , CN3 , CN4 細ピンヘッダ(カットして使用） PHA-1x8SG C-04394

SW1 トグルスイッチ 2MS1-T1-B4-M2-Q-E P-02399

VR1 縦型多回転VR ５ＫΩ 3296W-1-502 P-00974

C1 電解コンデンサ 100μF　/ 25V P-03122

C2 , C3 積層セラミックコンデンサ 0.1μF / 50V P-00090

C4 電解コンデンサ 47μF / 35V P-03120

R1 カーボン抵抗 1/4W  2.2ＫΩ　赤赤赤金 R-25222

R2 金属皮膜抵抗 1/4W  1.8KΩ  茶灰黒茶茶 R-03381

LED1 発光ダイオード Ｌ－５１３ＬＹ４Ｔ　 I-00256

F1 ポリスイッチ RXEF025 P-01354

H1 放熱器 16PB017-01025 P-05053

プラネジ ３ｍｍ　ｘ　７ｍｍ P-01885

プリント基板 プリント基板 ＡＥ－ＮＪＭ２３９７ プリント基板

★　回路図　★　

★　製作　★　
・背の低い部品より実装して行きます。
　電解コンデンサと発光ダイオードには極性
　がありますので注意してください。
　ＣＮ2、ＣＮ3、ＣＮ4は細ピンヘッダを
　２ピンにカットし足の長さの短い方を半田面
（ウラ）から実装します。また放熱器Ｈ１を
　基板に半田付する場合は６０Ｗ程度の半田
　こてを使用して下さい。
　製作中、火傷やけがには十分注意して下さい。

（　ｕｎｉｔ　：　ｍｍ　）

★　基板外形図　★　（部品面透視図）　

■入力電圧　５．０Ｖ 　■出力電圧　１．５Ｖ～４．５Ｖ 
■出力電流　３５０ｍＡ　（ポリスイッチ実装時）　１．５Ａ（ポリスイッチ　ジャンパーショート時）

★　部品表　★　各部品は他社製同等品の場合がございます。　
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・ＣＮ2、ＣＮ3、ＣＮ4は足の長さの短い方を
　半田面（ウラ）から実装します。

★　使い方　★　

・ＶＯＵＴとＧＮＤ間に電圧計を接続し希望の
　電圧になる様ＶＲ１を回して調節します。
　右に回転すると電圧が上がり左に回転すると
　電圧が下がります。

★　実装図　★

★　出力電流について　★　

・ポリスイッチＦ1を使用した時の出力電流は以下の様になります。

　  入力電圧　　　出力電圧　　　出力電流

　　　　　　　   １．５Ｖ　　　  約３５０ｍＡ

　    5Ｖ　　  　 ３．５Ｖ　　     約３５０ｍＡ

               　　   ４．５Ｖ  　 　  約３５０ｍＡ

・ポリスイッチＦ1をジャンパーショートして入力にＡＣアダプター（通販コード　M-08310） 等
　を使用する事により最大１．５Ａの電流が得られます。

★ 参考部品資料　★
NJM2397


